
＜教育利用＞ ⑤情報モラル教育「AIについての正しい知識を身につけよう」

大阪市立高殿小学校（大阪市）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

友だちの考えの変化をリアルタイムに参照できるようにす
るために、クラウドを活用する。

生成AIを利用して作成された画
像の制作期間について考え、AI
（生成AIを含む）についての基本
的な知識を確認する。

授業の流れ

AIについて知る

・生成AIが作成したかどうかを見抜くのは
とても難しかったです。
・インターネット上の情報をすぐに信じるの
ではなく、様々な資料と照らし合わせたり、
自分の経験をもとにして考えたりすること
が大切だと感じました。

児童の反応

① 生成AIを利用して作成された画像を準備

学びを深めるために

事前準備

２つの資料や情報を比較する
（物語、詩、新聞記事）

本時に学んだことを振り返り、今
後、どのように生成AIを活用した
いのかについて、自分の考えをま
とめる。

自分の考えをまとめる

② ２つの比較資料や情報を準備
・物語、詩、新聞記事の３種類
・一方はCopilotを利用して作成

資料や情報を比較し、どちらが
Copilotを利用して作成したもの
かを予想する。クラウド上で共有さ
れた友だちの考えを参照しながら、
判断の根拠を明らかにして説明す
る。

※ 判断するための観点について
は、全体で段階的に確認する。


